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今日の流れは……

１ TCS のテーマ学習とは？

２ テーマ学習『てこでも動かない』と
『Dear Editor』はどう行われたか？

３ お題説明……あなたは名探偵！



東京コミュ二ティスクールは、2004年 
子どもの教育への責任を自ら引き受ける保護者
によって設立された。





フリースクール



フリースクール
自由教育



スクールフリー



スクールフリー
脱学校的教育
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知識の記銘・技能の習得

状況に応じた柔軟な認識



正解のない不透明な状況に対し
たくましく、しなやかに挑む
正解のない不透明な状況に対し
たくましく、しなやかに挑む



×



×



×



探究するテーマ学習



みんなでたくらんで…



みんなで話して話して話しつくして……



みんなでやってみて……みんなでやってみて……



みんなでアウトプットつくりこんで……  みんなでアウトプットつくりこんで……  



みんなの前で発表する



Tinkering = いじくりまわす
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識り方を識る
探究プロセス

先行知識を
掘り出し
共有する

みんなで
主張を
磨きあう

主張を
一般に向けて
表現する

終わりが
始まりと
実感する

多様な
メディアから
情報を得る

自分の
主張を
さらけ出す

探

探探

究

究

究

Responsive

ResponsiveResponsive

Reflective

Reflective

Reflective



テーマ学習
『てこでも動かない』
『Dear Editor』



子どもひとりの力で
車を動かすことができるか？



子どもひとりの力で
車を動かすことができるか？

小さな力で大きな力を
 生むことができる



どんな原理がある？







子どもひとりの力で
車を動かすことができるか？

滑車の原理を使って













原理と現実とのつながり
数 学 技 術



原理と現実とのつながり
数 学 技 術

科学者がどう考えたか





滑　車　　　バットとロープ
原理は同じ

実体験



滑　車　　　バットとロープ
原理は同じ

実体験

抽象

具体



アナロジカルな思考を活性化！







なんども書いて、描いて、考え直して……







滑車がないとできないか？





動かす車

定滑車
がわりの
カラビナを
固定する車





従来の体験学習・発見学習との違い



原理と現実とのつながり

制約



原理と現実とのつながり

制約 理想通りにならない



原理と現実とのつながり

制約 理想通りにならない

工夫する！



地面がかたむいていた



ロープのでこぼこがひっかかった





知侑

•歩き方がいちばん大きい　なぜ？

フック

でこぼこの
少ないロープ

変えたことは？



やってみてふりかえり
うまくいかない要因を探り
改善してゆくプロセス



理解を超えた洞察が生まれる



理解を超えた洞察が生まれる
滑車の原理がよくわかった！ 
 で終わらない





理解を超えた洞察

回転運動と力の関係



車が動いたきょり
ロープをひっぱったきょり



理解を超えた洞察

回転運動と力の関係

反比例と保存の関係



原理の理解



実体験

原理の理解



原理の理解

新たな洞察 現実の制約



原理の理解

新たな洞察 現実の制約

みんなでたくらみやってみる



原理の理解

新たな洞察 現実の制約

このスパイラルを繰り返し、
自分の持つ「概念」「理論」を洗練してゆく……

みんなでたくらみやってみる



子どもたちは
どのように学んだのか？



子どもたちは
どのように学んだのか？

小冊子をつくって明らかにする



TCSらしい学びであるテーマ学習を
世に知らせるために
子どもたち自身が自分たちの学びを
徹底解明した小冊子をつくる。









先生の介入……　
記録する＆ゆさぶる



先生の介入……　
記録する＆ゆさぶる

generative participant
生成的参加者



Meta Meta Mapping
メタメタマッピング







Mining　やったことを掘りおこす

子どもの言ったことをひたすらメモ



Mining　やったことを掘りおこす

Monitoring　掘りおこしたものを見直す

子どもの言ったことをひたすらメモ

ある程度たまってきたら俯瞰



Mining　やったことを掘りおこす

Monitoring　掘りおこしたものを見直す

Mapping　つながりを見出す



Tinkering な 探 究 を支える 制 約　　
Mission-activated   
明確なミッションに触発され

Output-Driven
アウトプットのつくりこみを楽しみ

Present in public
みんなの前で面白がって披露し

Deadline
６週間以内に最善のプロトタイプを示す



お題説明……あなたは名探偵！



【課題レポート（Assignment）】

Mission : グループに分かれて小冊子「学考」がつくられて
ゆくプロセスの中で、Generative Participantとしての市川の
ふるまい、子どもたちの学びのプロセスの特徴、面白いと
ころ、さらなる謎などについて大胆に推理しCreative 
Learning の特徴をあぶりだす。

Output : A3サイズのニュースレターにまとめる。

Present in public : 6月23日（日）のセッションで、提出さ
れたレポート（ニュースレター）や意見について、講師や
子どもたちがコメントする。

Deadline : ６月 日



【推理のためのエビデンスとなる資料】
１ 小冊子『学考』
２ 時系列順に並べたメタメタマップ
３ 市川が残した週毎のふりかえり記録　
４ 授業を参与観察した慶應SFC井庭研
  大学生の記録



事前のplanに縛られず
状況に応じて
generative に
つくりあげられる



Hard fun つら楽しい


